
1台風時なとにおけるPAZ内の防謹措置 I 乙内閣府Cabinet Offict, Government or)apa.n 

► 台風等により気象庁から暴風警報等が発表され、外出をすることで命に危険が及ぶような場合には、PAZ内の施

設敷地緊急事態要避難者及び住民は、無理に避難せずに、安全が確保されるまでは、屋内退避を優先。

► その後、例えば天候が回復するなど、安全が確保できた場合には、避難を実施。また、避難の実施により健康リス

クが高まる者は、近傍の放射線防護施設で屋内退避を実施。

► なお、全面緊急事態となった段階で天候が回復するなどし、避難を実施する※1際には、国及び佐賀県等は、避難
経路や避難手段のほか、原子力発電所の状況や緊急時モニタリングの結果、気象情報等の情報共有や緊急時の対

策についての確認・謂整等を行う。

く全面緊急事態で天候が回復した場合の対応の例＞ （外出をすることで禽に危譲が及ぷような湯合）

こ〉施設敷地緊急事態〉〉・ 全面緊急事態

象庁における暴風警報等の竺竺日：〉i天候回復
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l※2台風亭に伴う大胃により、市町から土砂災害や洪水彎に係る避
： 羅勧告響が覺令された場合には、該当地域の住民は、指定緊急 l
！ 遷鯖場所事の安全が確燥できる場所で量内退選を実籍．•----=~:---:..~...---......:..•—..----------•-----—-: _______ J 

※1 仮に、放射性物質放出に至った場合に避難するような湯合には、住民の禎ばく量を可能な限り低薫するため、身体に放射性物貫が付着しないようにレインコート事を着用 37 
したり、放射性物貫を体内に吸い込まないようマスクをしたり、タオルやハンカチ等で口や鼻を覆う等の対策を層知．

乙内閣府Cabintt Offict, Govtrnmtnt of Japan 
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5. PAZ内の全面緊急事態
における対店

く対応のホ イ゚ント＞

1. 自家用車による避難ができない住民の移動手段(l＼・ス等）を確保し、避難を開始すること。

2. 避難先施設の受入れ体制を整えること。

3. 安定ヨウ素剤を持っていない者（紛失等）に、緊急配布すること。
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四内の住民の避難先及び選難住民数 1 
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► 妥蘊斎及び唐か五活におけるPAZ内の住民については、自家用車で避難できる住民は、自家用車によりあらかじめ定
められた避難所に避難。 げんかいちょう からつし

► 自家用車での避難が困難な住民は、徒歩等で集合場所に集まり、佐賀県、玄海町、 唐津市が配車した車両で、避難
所へ避難。

► 避難先については、普段から避難計画に関する広報や訓練等を通じて対象となる住民に周知。

叩惜元： 玄篇局、唐苔‘市 （H罹枷、直酋厨、哄字向）
9,  
徒歩等

~ I I自家用車
4コ-}¥‘‘ス
避難先： l」
18施設 (8,584人） （ ）ゆ収容可能人数

＜玄海町避難所 8施設 (3,938人） ＞ 

小悟と暉館（3,938人） ，、レ
爾 田小学校 (387人）・小城市まちなか尻艮交流アぅザ (440人）

．群慣i小学校 (387人） （ゆめぷらっと小城）
．ぷ出中学校 (540人） • 1J!迫朽文化tンり- (167人）

・小城高等学校 (837人）・小城保健襴祉tンり- (620人）

・小城体育わりー (560人）

1,1, 

e 

A,（i;¥、

139人 24人 115人

2,249人 416人 1,833人

1,093人 149人 944人

3,481人 589人 2,892人

6,570人 970人 5,600人

UPZ 
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※避難対象者数は、 PAZ内住民の合計数から割り出した数字である．

こう鷹く●9
江北町

”北
＜唐津市避難所 10施設 (4,646人） ＞ ――-1 

← エ翌 JI学校 (346人） ・ 交流tンターネイ~(1,115人） 1 0 
•六角小学校
ふ

(317人） • 虚勘老人福祉tンタ- (330人）
• 福冨小学校 (441人） • 江北町公民館 (296人）

• 佐賀農鑽高等学校 (688人）

轟"“'• 有明公民館 (274人）
ふ

•福富社会体育館 (493人）
四

•福富ゆうあい館 (346人） 39 

-PAZ内の観光客及び民間企業の従業員の数 1 乙内閣府Cabin<¥ Offict, Govun.mcnt of Japan 

► PAZ内の観光施設等における1日当たりの見込み人数は約2,700人、民間企業（従業員30人以上）は
19社（約2,400人）存在。

PAZ内の観光施設の状況

市町名 施設 入場見込人数※

げんかいちょう 玄げん海かいIネルギー／＼°-り 603人
玄海町

げ玄んか海い海上温泉）し゚レア 363人

ひ肥せん前宣ち町

からつL,
ち鎮ん1tl,西9蒙町ち 名，，護ごや屋城跡、波lt戸l:.岬唐津市 1,694人

よぷこちょう
呼子町

合 計 (4施設） 2,660人

【出典J平成28年度佐賀県観光動態調査

PAZ内の民間企業（従業員30人以上）の状況

市町名 企業数 従業員数

げ玄んか海いち町ょう 11社 1,949人

ひ肥ん前攣ち町 1社 74人

からつし ち鎮んせ西い攣町ち
唐津市 2社 76人

よぷこちょう
1社呼子町 284人

合計 (15企業） 2,383人

【出典】平成28年経済わりス基礎調査確報集計 町丁・ 大字別集計

゜※入場見込人数については、 t• ーり時
(4~6月）における1日当たりの
入場者数を基に算定

※民間企業に動務する就労者は、

通動に使用する自家用享もしくは

／じスにより避難
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|PAZ内の観光客等一峙滞在者の避難等 I 乙内閣府Obinct 0(flcc.covcrnnlcm o(Japan 

►

A
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佐賀県、妥藩尉及び唐滋市は観光客等一時滞在者に対し、警戒事態において帰宅等を呼びかける。

自家用車等により速やかに帰宅等可能な一時滞在者は、警戒事態の段階で、自家用車等にて帰宅

等を開始。

路線l＼・ス等公共交通機関も利用できない観光客など、帰宅等に時間を要する一時滞在者については、
宿泊施設等に移動し、全匝慧魯事態の段階で避難を実施。避難の際には、徒歩等により一時集合

からつし

場所に集まり、佐賀県、玄海町及び唐津市が確保した車両により避難を実施。

く観光客等一時滞在者の避難の流れ＞
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|五蘊面における全面緊急事態で必要となる輸送熊力及びその確保

41 

乙内閣府Obincl0(Occ,Covernmolo(Jamn 

げんかいちょう

玄海町において全面緊急事態で必要となる輸送能力は、430人分、ハス13台。
佐賀県は、「災害時における緊急輸送に関する協定」※1に基づきPAZ内市町のI＼・ス会社が保有する車両

により、必要車両台数を確保。
車両及び運転手については、佐賀県I＼・ス・タクシー協会等の協力により、更に余裕を持った台数・人数を確保。

各事業所の従業員の避難方法については各事業所単位で周知（施設敷地緊急事態で、自家用車により

帰宅）。 ． 
げんかいちょう

＜玄海町における全面緊急事態で必要となる輸送能力＞
, 1 』 I•• I , ． ,I, . 99, 1 •l •1■■1-心Iー-ば禁r洩畏？

►
►
 

►
►
 

※1 佐賀県と一般社団法人佐賀県／じ入りり沃協会（協力事業者26社）が、平成29年6月6日に締結
※2 Iじスは1台あたり46人の乗車を想定
げんかいちょう

＜玄海町における全面緊急事態での輸送能力の確保＞

---• ---- -―̀'-三̂――-
(A)最大必要車両台数

(B)車両確保台数

13台

計13台以上

確 PAZ内市町のI¥‘‘ス会社が PAZ内市町の1¥＊ス会社が保有する車両173台の

農 1保有する車両 1 13台以上 1猛9悶翌翌9;：：：：38台の車両
※ 不測の事態により確保した輸送能力で対応できない場合など、関係自治体の要請により実動組織（警察、消防、海保庁、自衛隊）が必要に応じ
支援を実施 42 
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